
研究 会報告

｢集団●運動 と不安定性及び磁場中 プラズマの多体問題｣

十1月 12,13,14日の 3日間 .名大 プラズマ研究所万 乗記研究会が､

基研 , プラズマ合同主催で行われ たD プログラムは

11月 12日
午后 NonlinearTransporも Ph･erlOiコena 土n Solids

-ExperimentalReview一 兵 隅 春 享 (東 大)

Instability oftheElectron-PhorlOn SysteⅡ】

inSもr-〇･tng_ElectricFields 中 村 紀_-I(日本 電気)

二A:･Gd工menも onTransport Phenodena illn_Iris.b

plasn'a' 大 石 嘉 .･# 倣 不)

.forCdS 阿 部 確 蔵 (東 大)

Orlthe､Nonlinea-T()pt･ics .花 村 栄 一 .(東 大 )

11月13日

午 前 So三コeTJrlSOlvedProbleIコSOfConecもive通 もion

inPlasma J. Dawso_Tl_(プTjンストン天)

Theory ofRelaxation irlPiasmas

(I)Intr〔)duc七io工ユ ･木 原 太 郎 (東 大 )

午后 抑 IEffecもofInstabiliもy 青 野 惨 (東 大)

阿 Effect ofa漁 gnetic Field市 川 行 和 (東 夷)

即 Quan七uE]Mechar7iicalForコmiation

本 田 直 交 (東 大)

Electron Gas ina池 野1eticField_

西 山 敏 之 (阪 大)

ElectricalCond_u･ctiや-itv ofaWeakly rrurbulein+u

PlasⅢa 小 川 潔 (電樹

11月 14日

午 雨 Tesも ParもicleProbleⅡ〕sofanUrl-StablePlasini]a
北 尾 一 夫 (新 潟■~カ
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Turbulerlt Tbeory-NonlinearInteractionof

ElectronPlasmawithaBeaエコ,Collision-free

ShockWaves 笹 倉 濁 (原子力研)

Kine.ち,iG Theory.ofanUnstablePlasE]a

西川 恭 治 (東 大 )

午后 'Discussi'orlS (司 会)木 原 太 郎 (東 大 )

今 回の研究会 では､特 に来 日中 のPrinceもon大学 プラズマ研究所

I.Dawson教授 の参加 をえて_集団運動 の不安 定性に伴 う諸問題につ いて､

固体物理 の専門家 とプ ラズマの専門家の問の交流 を行 う事が-つ の 目的 であっ

た O そ して､討論発表 を通 して.特与こプラズマの専門家の側か ら､半導体 にお

け る非線形伝導 現象 と同様 の現象が､ turbulerl_ち pl'asⅡ)aに も存在す る事 が

括摘 され た｡ しか しー総 じて両者 の間には依然言葉の ちかい (不安定性 ,

turbulence等)や問題意 識の ちがいが存在 して､充分意見の交流が行 われた

とは云 えない よ うであっ たO気体 プラズ マ関係 の､個 々の研 究発表 につ いての

詳細は､ いずれ プ ラズマ研究所の報告 に出 され る予定 であ る｡

(世 話 人)
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